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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
千葉県では拠点病院である千葉大学医学部付属病院を中心に県と連携し各医療圏に地域中核病院を指定し、地域の専門医療機関や薬局、かかりつけ医などと連携してアレルギー診療の均てん化を目標として現在体制の整備を行なっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは各施設のアンケート結果をもとに、希望内容をまとめたものです。
対象の疾患に関しては食物アレルギーに関する希望がほとんどでした。
また研修内容としてはエピペン注射などの実技訓練を希望する声が多く聞かれ、全体の8割がそうした実技訓練を専門家から受けたいというニーズがあることがわかりました。
研修希望内容に関しては自由記載だったため、これ以外にも様々な希望があり、幼稚園や保育園からはスキンケアや給食に関する具体的な指導を望む声も聞かれました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
簡単にですが、今年度の開催状況をまとめました。
開催の形式は、各施設に赴いて比較的少人数に向けて研修を行う個別研修、職能団体がアナウンスし、ホールなどに集まって大人数に対して行う集団研修の2つです。
研修会の開催はだいたい月10件弱となっており、講師として派遣を依頼した多くは小児臨床アレルギー学会認定のアレルギーエデュケーターです。
実際は医師とPAE、あるいはPAE2人以上といった派遣形態が多く、その理由としては実技研修にて緊急時のシミュレーションを行うことがあり、その際にPAEがいるとスムーズに行えることがこれまでの研修から明らかであることから、シミュレーションを行う現場、および講師側の双方からニーズがあるといえます。
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